
パワーシリンダ®

正確な推力が
分からないため、

ワークの
品質管理が
難しい。

正確でない。

安全率を考慮して、

サーボモータのトルク出力や
モータ電流値は
実負荷値と乖離があり、

ついつい
大きめの設備に
なってしまう。

CASE.1

CASE.3

CASE.2

推力のモニタリングと
実負荷検出で解決！

と

手間が掛かる。

ロッド先端に取り付ける
ロードセルは取付のほか、
冶具の製作など

ワークや設備に
想定以上の
負荷が掛かり

破損して
しまう。

CASE.5

荷重に対する
閾値の設定ができず、

適切な制御が
難しい。

CASE.4

CASE.6

推力センサを内蔵したパワーシリンダをご提案します。

「実負荷の見える化」で生産現場を変える！

電
動
・
油
圧
シ
リ
ン
ダ
で

こ
ん
な
お
悩
み
事
あ
り
ま
せ
ん
か
？

http://tt-net/tecs/pdct/sad/pdct_sad_1slp.asp
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［モニタリング編］ ［実負荷検出を活用した制御編］

［取付工数編］

対応推力範囲 主 な 構 成

パワーシリンダＴシリーズ

9.8kN～39.2kN
{1000kg f～4000kg f }

活用例の紹介動画

多点停止編
予め任意に設定した荷重を
検出して停止。
多点の荷重設定が可能。

（ロッド先端に取り付けたロードセルとの比較動画）

約2分 過負荷退避編
装置側から任意の荷重（過負荷）が掛かり
その荷重値を検出するとシリンダが設定値まで退避する。

※2022年5月より試作販売を開始します。

約2分

［定格推力］

※各種オプション対応可

本体に推力センサと
推力演算基板を内蔵

センサで検出した値を
モニタリングすることで、
ワークに掛かる負荷状況が把握でき
品質の安定化に活用できます。

油圧シリンダなどでは困難であった
正確な負荷が把握でき、
過剰な安全率を考慮することなく、
設備のコンパクト化が可能です。

モータの負荷率に関係なく、
常時、正確な値での
モニタリングが可能です。

従来は困難だった荷重に対する
閾値の設定が可能になり、
その値に応じた押し・引きなどの
制御が可能になります。

定格推力内でも荷重に対する
閾値の設定が可能になり、
過負荷でのワークや設備の
破損を未然に防ぎます。

本体に推力センサを内蔵しているため、
別途ロードセルなどの取付が不要です。

CASE.1 推力を確認して品質管理したい

CASE.2 最適なサイズがわからない

CASE.3 正確な実負荷を知りたい

CASE.4 荷重に対する閾値を設定したい

CASE.5 ワークや設備が破損する

CASE.6 センサの取付工数が掛かる

各ケースのご提案例
現場での様々なお悩み、つばきのパワーシリンダが解決します！

ワーク

お客様制御盤

動作制御

推力信号出力
（4～20mA & RS485）

荷　重

屋外でも使えます

閾値設定推力管理

つばきエコリンクⓇは、つばきグループが設定した
エコ評価基準をクリアした商品に付加されるマークです。

mcshohin@gr.tsubakimoto.co.jp

https://tt-net.tsubakimoto.co.jp/tecs/pdct/sad/pdct_LPT.asp
https://eqm.page.link/35zc
https://eqm.page.link/sGV9
https://www.tsubakimoto.jp/

